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この場合では、和書は、請求記号①で 1枚、書名②⑤⑥で 3枚、著者⑧の a1 と a2
で 2枚の計 6枚

























































































































　電算化がスタートした平成元年（1989 年）、本学は 6学部 11 学科、
大学院が 4研究科 6専攻を擁する総合大学に発展していた。本学創設























　西暦が 1999 年から 2000 年に変わるとき、コンピュータに大きな障
害が発生する可能性があるかもしれないという噂に振り回された。い
わゆる「コンピュータの 2000 年問題」である。コンピュータの日付が
















































部分に当たる閉架書庫の 2層目は和書（約 46,000 冊）、3層目には洋
書（約 17,000 冊）を収蔵していた。
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資料の収蔵冊数は、昭和 55（1980）年時点の約 15,000 冊から、社会









　あらましは、① 40 万冊収蔵の書庫を増築、既存書庫と合わせて 50
万冊可能とする②開架閲覧室とレファレンス室を拡大して 5万冊以上














































　延べ床面積 3,300㎡（1,000 坪）。総工費 7億 6千万円で設計図の作
成など複数業者に依頼、競合の結果、三井建設が施工することに。昭和






























1 階　ブラウジング 1階から 2階への階段
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開架室は空になった段ボールが山のように積み上げられていた。この間
の作業は、豊田分館職員だけではなく、名古屋校舎の図書館本館からも
職員が日替わりで応援に駆け付けた。短い間に 10万冊にもおよぶ資料
の移動ができたのは、その協力があったからこそである。
　この蔵書移動の間に、豊田分館の新館のネーミングをどうするかで、
論議がなされていた。「従来の名称である『中京大学附属図書館豊田分館』
を『中京大学豊田図書館』にしたい」。それが、豊田分館側の主張だった。
これには、名古屋の本館からクレームが付いたが、新豊田図書館は独立
棟である、図書館業務機能も本館と同一にする。分館のイメージではな
い――などの理由で、「中京大学豊田図書館」に決定した。完成した新
図書館の玄関には、「中京大学豊田図書館」のネームプレートが掲げら
れた。ちなみに、それまでの名古屋校舎の図書館の正式名称は「中京大
学附属図書館本館」、豊田分館は「中京大学附属図書館豊田分館」だった。
しかし、豊田校舎での新館の名称が「中京大学豊田図書館」と決まった
ことを機に、当時の図書委員会で改めて本館のネーミングも検討され、
「中京大学名古屋図書館」と改められた。名古屋校舎図書館の玄関入口
にあった「附属」のはいったネームプレートはその後、撤去され、新し
い「中京大学図書館」のネームプレートが掲げられたのである。（続く）
